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(百万円未満、小数点第１位未満は切捨て)
１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 77,531 △4.5 17,981 14.2 11,867 9.2

2021年３月期 81,227 0.1 15,744 100.5 10,861 240.2
(注) 包括利益 2022年３月期 △4,283百万円( －％) 2021年３月期 41,008百万円( －％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

経常収益
経常利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 364.29 － 4.0 0.2 23.1

2021年３月期 333.02 332.73 3.9 0.2 19.3
(参考) 持分法投資損益 2022年３月期 △9百万円 2021年３月期 －百万円

(注)１．2021年３月期については、会計方針の変更（割賦販売取引の売上高の計上基準の変更）による遡及適用後の数値を記載してお

ります。詳細は、添付資料12ページをご覧ください。

２．2022年３月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 7,001,441 286,473 4.0 8,800.10

2021年３月期 6,560,343 293,559 4.4 8,997.85
(参考) 自己資本 2022年３月期 286,473百万円 2021年３月期 293,495百万円

(注)１．「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。
なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２．2021年３月期については、会計方針の変更（割賦販売取引の売上高の計上基準の変更）による遡及適用後の数値を記
載しております。詳細は、添付資料12ページをご覧ください。

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年３月期 367,581 △59,366 △2,756 1,493,835

2021年３月期 532,079 △32,470 △2,609 1,188,367
　
　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 40.00 － 40.00 80.00 2,609 24.0 0.9

2022年３月期 － 40.00 － 70.00 110.00 3,588 30.1 1.2

2023年３月期(予想) － 40.00 － 62.00 102.00 30.2
　

(注)１．2022年３月期 期末配当金の内訳 普通配当 40円00銭、特別配当 30円00銭
２．2023年３月期(予想) 期末配当金の内訳 普通配当 40円00銭、特別配当 22円00銭

　

　　



３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 5,500 △39.4 3,500 △41.8 107.43

通 期 16,300 △9.3 11,000 △7.3 337.65

※ 注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
（注）詳細は、添付資料12ページ「３.（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期 33,025,656株 2021年３月期 33,025,656株

② 期末自己株式数 2022年３月期 472,211株 2021年３月期 407,234株

③ 期中平均株式数 2022年３月期 32,577,744株 2021年３月期 32,615,868株

(参考) 個別業績の概要
１．2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

経常収益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 66,886 △5.5 17,455 16.6 11,861 11.5
2021年３月期 70,808 △1.7 14,967 101.0 10,631 219.8

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期 364.10 －

2021年３月期 325.95 325.67
(注) 2022年３月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 6,981,997 275,274 3.9 8,456.06

2021年３月期 6,542,567 282,489 4.3 8,658.50

(参考) 自己資本 2022年３月期 275,274百万円 2021年３月期 282,426百万円

(注)「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末新株予約権)を期末資産の部合計で除して算出しております。

なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２．2023年３月期の個別業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 5,800 △35.8 4,000 △36.4 122.78

通 期 16,000 △8.3 11,000 △7.2 337.65

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

※ 当行は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定であります。この説明会で配布した資料等については、
開催後速やかに当行ホームページで掲載する予定であります。

・2022年６月10日(金)…………機関投資家・アナリスト向け決算説明会
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

（当期の経営成績）

連結経営成績につきましては、当行単体において国債等債券売却益及び株式等売却益等の減少によりその他業務

収益及びその他経常収益が減少したことなどから経常収益は前期と比べ36億95百万円減少して775億31百万円とな

りました。

一方、経常費用につきましては、当行単体において営業経費が減少したことや不良債権処理額等の減少によりそ

の他経常費用が減少したことなどから前期と比べ59億32百万円減少して595億49百万円となりました。

以上の結果、経常利益は22億37百万円増加して179億81百万円となり、親会社株主に帰属する当期純利益は10億

６百万円増加して118億67百万円となりました。これにより、連結ベースの１株当たり当期純利益は364円29銭とな

りました。

当行単体の業績につきましては、収益面では、国債等債券売却益及び株式等売却益等の減少によりその他業務収

益及びその他経常収益が減少したことなどから経常収益は前期と比べ39億21百万円減少して668億86百万円となり

ました。

一方、費用面では、営業経費が減少したことや不良債権処理額等の減少によりその他経常費用が減少したことな

どから経常費用は前期と比べ64億９百万円減少して494億31百万円となりました。

この結果、経常利益は24億87百万円増加して174億55百万円となり、当期純利益は12億30百万円増加して118億61

百万円となりました。これにより、１株当たり当期純利益は364円10銭となりました。

（２）当期の財政状態の概況

（主要勘定の状況）

連結ベースの主要勘定は、次のような動きとなりました。

まず、預金は期中2,074億円増加して当期末残高は５兆6,474億円となり、譲渡性預金は期中35億円増加して当期

末残高は75億円となりました。

また、貸出金は期中838億円増加して当期末残高は３兆8,707億円となり、有価証券は期中421億円増加して当

期末残高は１兆4,705億円となりました。

なお、純資産額は期中70億円減少して当期末残高は2,864億円となり、これにより、連結ベースの１株当たり純

資産額は8,800円10銭となりました。また、国内基準による連結自己資本比率［速報値］は9.60%となりました。

当行単体の主要勘定は、次のような動きとなりました。

まず、預金は、金融商品・サービスの充実に取り組むとともに安定的な資金調達に注力いたしました。この結

果、個人預金が堅調に増加したことから預金は期中2,068億円増加して当期末残高は５兆6,595億円となりました。

一方、譲渡性預金は期中35億円増加して当期末残高は75億円となりました。

また、貸出金は、地域経済の活性化に向けて法人や個人のお客さまの様々なニーズや地方公共団体等からの資

金のご要請にも積極的にお応えいたしました。この結果、中小企業向け貸出や住宅ローンが増加したことから貸

出金は期中844億円増加して当期末残高は３兆8,925億円となりました。

有価証券は、投資信託等のその他の証券が増加したことなどから期中421億円増加して当期末残高は１兆4,759

億円となりました。

なお、純資産額は期中72億円減少して当期末残高は2,752億円となり、これにより、単体ベースの１株当たり純

資産額は8,456円06銭となりました。また、国内基準による単体自己資本比率［速報値］は9.29％となりました。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

連結キャッシュ・フローの状況についてみますと、当期末における現金及び現金同等物（以下「資金」とい

う。）の残高は、前期末と比べ3,054億円増加して１兆4,938億円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当期における営業活動により獲得した資金は3,675億円となり、前期に比べ獲得した資金は1,644億円減少しまし

た。

これは、主として預金や借用金の増加額が減少したことなどによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当期における投資活動により使用した資金は593億円となり、前期と比べ使用した資金は268億円増加しました。

これは、主として有価証券の取得・売却等により使用した資金が増加したことなどによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当期における財務活動により使用した資金は27億円となり、前期と比べ使用した資金は１億円増加しました。

（４）今後の見通し

当行グループの2023年３月期の業績は、経常利益163億円（前期179億円）及び親会社株主に帰属する当期純利益

110億円（前期118億円）をそれぞれ予想しております。一方、当行単体では、経常利益160億円（前期174億円）、

当期純利益110億円（前期118億円）及びコア業務純益133億円（前期178億円）をそれぞれ予想しております。

本資料には、将来の業績に関する記載が含まれています。

こうした記載は、将来の業績を保障するものではなくリスクや不確実性を内包するものであります。

実際の業績は、経営環境の変化などにより、この配付資料に記載されている予想とは大きく異なる場合が

あることをご承知おきください。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当行グループは、当面、日本基準を採用する方針であります。

なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を踏まえ適切に対応してまいります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

現金預け金 1,191,207 1,495,598

買入金銭債権 1,827 1,466

金銭の信託 40,500 44,017

有価証券 1,428,362 1,470,517

貸出金 3,786,878 3,870,774

外国為替 1,238 2,488

リース債権及びリース投資資産 25,180 24,990

その他資産 55,287 55,922

有形固定資産 38,106 37,782

建物 10,978 10,708

土地 24,162 23,915

建設仮勘定 － 313

その他の有形固定資産 2,965 2,845

無形固定資産 5,297 4,858

ソフトウエア 4,846 4,411

その他の無形固定資産 450 447

繰延税金資産 1,054 7,247

支払承諾見返 7,172 8,261

貸倒引当金 △21,768 △22,485

資産の部合計 6,560,343 7,001,441

負債の部

預金 5,439,967 5,647,407

譲渡性預金 4,040 7,540

コールマネー及び売渡手形 － 176,835

売現先勘定 37,077 12,742

債券貸借取引受入担保金 106,465 102,432

借用金 626,700 709,227

外国為替 578 473

信託勘定借 6,265 5,467

その他負債 24,893 31,586

退職給付に係る負債 11,872 11,976

睡眠預金払戻損失引当金 158 104

偶発損失引当金 1,134 834

株式報酬引当金 － 61

特別法上の引当金 3 3

繰延税金負債 454 12

支払承諾 7,172 8,261

負債の部合計 6,266,784 6,714,967
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

純資産の部

資本金 37,924 37,924

資本剰余金 34,749 34,749

利益剰余金 189,973 199,208

自己株式 △1,693 △1,799

株主資本合計 260,953 270,083

その他有価証券評価差額金 31,221 15,121

繰延ヘッジ損益 2,008 1,814

退職給付に係る調整累計額 △688 △546

その他の包括利益累計額合計 32,542 16,390

新株予約権 63 －

純資産の部合計 293,559 286,473

負債及び純資産の部合計 6,560,343 7,001,441
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

経常収益 81,227 77,531

資金運用収益 48,121 48,185

貸出金利息 31,956 32,340

有価証券利息配当金 15,528 14,201

コールローン利息及び買入手形利息 16 30

預け金利息 566 1,583

その他の受入利息 53 30

信託報酬 8 8

役務取引等収益 22,257 22,246

その他業務収益 4,597 3,425

その他経常収益 6,242 3,664

償却債権取立益 921 319

その他の経常収益 5,320 3,345

経常費用 65,482 59,549

資金調達費用 1,258 902

預金利息 423 348

譲渡性預金利息 0 1

コールマネー利息及び売渡手形利息 11 △28

売現先利息 311 217

債券貸借取引支払利息 48 34

借用金利息 320 151

その他の支払利息 141 177

役務取引等費用 11,935 12,310

その他業務費用 3,869 2,418

営業経費 41,622 40,234

その他経常費用 6,796 3,684

貸倒引当金繰入額 2,599 1,157

その他の経常費用 4,197 2,526

経常利益 15,744 17,981

特別利益 64 85

固定資産処分益 64 37

新株予約権戻入益 － 48

特別損失 449 156

固定資産処分損 59 54

株式報酬引当金繰入額 － 39

減損損失 389 62

税金等調整前当期純利益 15,359 17,910

法人税、住民税及び事業税 4,606 5,885

法人税等調整額 △108 156

法人税等合計 4,497 6,042

当期純利益 10,861 11,867

親会社株主に帰属する当期純利益 10,861 11,867
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

当期純利益 10,861 11,867

その他の包括利益 30,146 △16,151

その他有価証券評価差額金 27,863 △16,099

繰延ヘッジ損益 2,171 △193

退職給付に係る調整額 110 142

包括利益 41,008 △4,283

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 41,008 △4,283
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 37,924 34,749 181,640 △1,745 252,569

会計方針の変更によ

る累積的影響額
91 91

会計方針の変更を反映

した当期首残高
37,924 34,749 181,732 △1,745 252,661

当期変動額

剰余金の配当 △2,609 △2,609

親会社株主に帰属す

る当期純利益
10,861 10,861

自己株式の取得 △1 △1

自己株式の処分 △11 53 41

利益剰余金から資本

剰余金への振替
11 △11 －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － 8,240 51 8,292

当期末残高 37,924 34,749 189,973 △1,693 260,953

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 3,357 △162 △798 2,395 88 255,053

会計方針の変更によ

る累積的影響額
91

会計方針の変更を反映

した当期首残高
3,357 △162 △798 2,395 88 255,145

当期変動額

剰余金の配当 △2,609

親会社株主に帰属す

る当期純利益
10,861

自己株式の取得 △1

自己株式の処分 41

利益剰余金から資本

剰余金への振替
－

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

27,863 2,171 110 30,146 △24 30,121

当期変動額合計 27,863 2,171 110 30,146 △24 38,413

当期末残高 31,221 2,008 △688 32,542 63 293,559
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　当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 37,924 34,749 189,973 △1,693 260,953

当期変動額

剰余金の配当 △2,609 △2,609

親会社株主に帰属す

る当期純利益
11,867 11,867

自己株式の取得 △147 △147

自己株式の処分 △22 41 18

利益剰余金から資本

剰余金への振替
22 △22 －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － 9,235 △105 9,129

当期末残高 37,924 34,749 199,208 △1,799 270,083

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 31,221 2,008 △688 32,542 63 293,559

当期変動額

剰余金の配当 △2,609

親会社株主に帰属す

る当期純利益
11,867

自己株式の取得 △147

自己株式の処分 18

利益剰余金から資本

剰余金への振替
－

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△16,099 △193 142 △16,151 △63 △16,214

当期変動額合計 △16,099 △193 142 △16,151 △63 △7,085

当期末残高 15,121 1,814 △546 16,390 － 286,473
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 15,359 17,910

減価償却費 3,574 3,296

減損損失 389 62

持分法による投資損益（△は益） － 9

貸倒引当金の増減（△） 957 716

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 188 419

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） △57 △53

偶発損失引当金の増減（△） 33 △300

株式報酬引当金の増減（△） － 61

資金運用収益 △48,121 △48,185

資金調達費用 1,258 902

有価証券関係損益（△） △997 △1,260

金銭の信託の運用損益（△は運用益） △534 167

為替差損益（△は益） △5,353 △8,530

固定資産処分損益（△は益） 2 17

貸出金の純増（△）減 △329,601 △83,896

預金の純増減（△） 410,208 207,439

譲渡性預金の純増減（△） △3,330 3,500

借用金の純増減（△） 491,162 82,526

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 △406 1,077

コールローン等の純増（△）減 584 361

コールマネー等の純増減（△） △10,839 152,500

債券貸借取引受入担保金の純増減（△） △28,679 △4,032

外国為替（資産）の純増（△）減 △123 △1,250

外国為替（負債）の純増減（△） 422 △104

リース債権及びリース投資資産の純増（△）減 △181 135

信託勘定借の純増減（△） △497 △797

資金運用による収入 46,631 48,537

資金調達による支出 △1,566 △972

その他 △3,122 1,094

小計 537,362 371,351

法人税等の支払額 △5,283 △3,769

営業活動によるキャッシュ・フロー 532,079 367,581
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △847,735 △362,645

有価証券の売却による収入 655,200 229,244

有価証券の償還による収入 162,204 80,753

金銭の信託の増加による支出 △1,104 △19,719

金銭の信託の減少による収入 608 15,578

有形固定資産の取得による支出 △1,194 △1,753

有形固定資産の売却による収入 261 426

無形固定資産の取得による支出 △658 △1,209

資産除去債務履行による支出 △77 △26

その他 24 △13

投資活動によるキャッシュ・フロー △32,470 △59,366

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △2,607 △2,609

自己株式の取得による支出 △1 △147

その他 0 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,609 △2,756

現金及び現金同等物に係る換算差額 3 9

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 497,002 305,468

現金及び現金同等物の期首残高 691,364 1,188,367

現金及び現金同等物の期末残高 1,188,367 1,493,835
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 令和２年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい
う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又
はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。
収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

りますが、利益剰余金の当連結会計年度の期首残高へ与える影響はありません。
また、連結財務諸表に与える影響は、軽微であります。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 令和元年７月４日。以下、「時価算定会計基準」とい
う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業
会計基準第10号 令和元年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新
たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。
なお、連結財務諸表に与える影響は、軽微であります。

（割賦販売取引の売上高の計上基準の変更）

当行の連結子会社である南都リース株式会社は、割賦販売取引の売上高の計上基準について、「リース取引に関
する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号 平成23年３月25日）に基づき利息相当額を売上高に計
上する方法を採用しております。
利息相当額の計上方法については、従来、定額法を採用しておりましたが、当連結会計年度より利息法に変更し

ております。この変更は、割賦販売取引が増加傾向にあることを背景に、原則的な方法である利息法を採用するこ
とがより適切に損益の状況を反映することになると判断したことによるものであります。
当該会計方針の変更は遡及適用しており、前連結会計年度については、遡及適用後の連結財務諸表となっており

ます。この結果、遡及適用前と比較して、前連結会計年度の「経常収益」、「役務取引等収益」、「経常利益」、
「税金等調整前当期純利益」がそれぞれ28百万円増加、「法人税等調整額」が８百万円増加、「当期純利益」及び
「親会社株主に帰属する当期純利益」がそれぞれ19百万円増加しております。
また、「その他資産」が160百万円増加、「繰延税金資産」が48百万円減少、「利益剰余金」が111百万円増加し

ております。
さらに、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、前連結会計年度の利益剰余金

の期首残高は91百万円増加しております。
なお、１株当たり情報に与える影響は、前連結会計年度の「１株当たり当期純利益」及び「潜在株式調整後１株

当たり当期純利益」がそれぞれ０円60銭増加しております。

(追加情報)

（役員報酬ＢＩＰ信託）

当行は、当連結会計年度より当行の取締役（社外取締役及び国内非居住者を除く。以下、「当行取締役」とい
う。）を対象とした役員報酬ＢＩＰ信託を導入しております。
１ 取引の概要

役員報酬ＢＩＰ信託は、中長期的な業績向上と企業価値増大への貢献意欲を高めることを目的とした役員イ
ンセンティブ・プランであり、役位や業績目標の達成度等に応じたポイントが当行取締役に付与され、そのポ
イントに応じた当行株式及び当行株式の換価処分金相当額の金銭が当行取締役の退任時に交付又は給付される
株式報酬型の役員報酬であります。

２ 信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する会計処理
当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実

務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成27年３月26日）に準じております。
３ 信託が保有する自社の株式に関する事項
(1) 信託における帳簿価額は、当連結会計年度末143百万円であります。
(2) 信託が保有する自社の株式は、株主資本において自己株式として計上しております。
(3) 当連結会計年度末の期末株式数は73千株、期中平均株式数は47千株であります。
(4) 上記(3)の期末株式数及び期中平均株式数は、１株当たり情報の算出上、控除する自己株式に含めておりま
す。

（新型コロナウイルス感染症の影響）

当連結会計年度末においては、新型コロナウイルス感染症の影響は引き続き一定期間継続するものと想定し、業
種特性、足元業績からの回復可能性及び資金繰りの状況等を勘案のうえ入手可能な情報に基づき、個々の債務者区
分の判定を実施し貸倒引当金を計上しておりますが、大口取引先の業況悪化や、新型コロナウイルス感染症が深刻
化、長期化するような場合には、貸倒引当金の積み増しが必要となるなど、翌連結会計年度以降の経営成績や財政
状態に影響を及ぼす可能性があります。
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(セグメント情報等)

当連結会計年度（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日）

１ 報告セグメントの概要

当行の報告セグメントは、当行グループ（当行及び連結子会社）の構成単位のうち分離された財務情報が入手
可能であり、取締役会等が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となって
いるものであります。
当行グループは銀行業務を中心にリース業務及び証券業務、クレジットカード業務、コンサルティング業務な

どの金融サービスの提供を事業活動として行っております。
従いまして、当行グループは金融業におけるサービス別のセグメントから構成されており、「銀行業務」及び

「リース業務」の２つを報告セグメントとしております。
「銀行業務」は銀行業を、「リース業務」はリース業を行っております。

２ 報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するにあたり適用した会計処理の方
法と同一であります。報告セグメントの利益は、経常利益ベースの数値であります。
セグメント間の内部収益は、第三者間取引価格に基づいております。

（報告セグメントの利益又は損失の算定方法の変更）

（会計方針の変更）に記載のとおり、「リース業務」において割賦販売取引の売上高の計上基準を当連結会
計年度から変更しております。

３ 報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他 合計 調整額

連結財務諸表
計上額銀行業務 リース業務 計

経常収益

外部顧客に対する
経常収益

65,483 8,773 74,256 3,186 77,442 88 77,531

セグメント間の
内部経常収益

1,402 695 2,098 2,733 4,831 △4,831 －

計 66,886 9,468 76,354 5,919 82,274 △4,742 77,531

セグメント利益 17,455 306 17,761 1,567 19,329 △1,347 17,981

セグメント資産 6,981,997 39,220 7,021,218 31,582 7,052,800 △51,359 7,001,441

セグメント負債 6,706,723 34,364 6,741,088 13,358 6,754,446 △39,479 6,714,967

その他の項目

減価償却費 3,107 91 3,199 113 3,313 △16 3,296

資金運用収益 48,920 5 48,925 739 49,664 △1,478 48,185

資金調達費用 906 80 987 6 994 △91 902

特別利益 85 － 85 160 246 △160 85

特別損失 128 0 128 92 220 △63 156

税金費用 5,550 93 5,643 376 6,020 21 6,042

有形固定資産及び
無形固定資産の
増加額

2,766 133 2,899 67 2,967 △4 2,963

(注) １ 一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。また、差異調整につきましては、経常収益と連
結損益計算書の経常収益計上額との差異について記載しております。

２ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、信用保証業務、不動産賃貸・
管理業務、ソフトウエア開発等業務、クレジットカード業務、証券業務及びコンサルティング業務等を含んで
おります。

３ 調整額は次のとおりであります。
（1）外部顧客に対する経常収益の調整額88百万円は、主に「その他」の償却債権取立益であります。
（2）セグメント利益の調整額△1,347百万円は、セグメント間の取引消去に伴うものであります。
（3）セグメント資産の調整額△51,359百万円は、セグメント間の取引消去であります。
（4）セグメント負債の調整額△39,479百万円は、セグメント間の取引消去及び退職給付に係る負債の調整額で

あります。
（5）減価償却費の調整額△16百万円は、セグメント間の取引消去に伴うものであります。
（6）資金運用収益の調整額△1,478百万円は、セグメント間の取引消去であります。
（7）資金調達費用の調整額△91百万円は、セグメント間の取引消去であります。
（8）特別利益の調整額△160百万円は、セグメント間の取引消去に伴うものであります。
（9）特別損失の調整額△63百万円は、セグメント間の取引消去に伴うものであります。
（10）税金費用の調整額21百万円は、セグメント間の取引消去に伴うものであります。
（11）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額△4百万円は、セグメント間の取引により発生したもの

であります。
４ セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
５ （会計方針の変更）に記載のとおり、当連結会計年度より「リース業務」において割賦販売取引の売上高の
計上基準を変更しております。
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(１株当たり情報)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

１株当たり純資産額 8,800円10銭

１株当たり当期純利益 364円29銭

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
２ 当行は、当連結会計年度より役員報酬ＢＩＰ信託を導入しております。株主資本において自己株式として
計上されている役員報酬ＢＩＰ信託に残存する自社の株式は、１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益
の算定上、控除する自己株式に含めております。
１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の当連結会計年度末株式数は73千株であります。ま

た、１株当たり当期純利益の算定上、控除した当該株式の期中平均株式数は47千株であります。

３ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

当連結会計年度
(2022年３月31日)

純資産の部の合計額 百万円 286,473

純資産の部の合計額から控除する金額 百万円 －

（うち新株予約権） 百万円 (－)

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 286,473

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
普通株式の数

千株 32,553

４ １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりであります。

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 11,867

普通株主に帰属しない金額 百万円 －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 11,867

普通株式の期中平均株式数 千株 32,577

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

資産の部

現金預け金 1,190,399 1,494,925

現金 53,412 55,943

預け金 1,136,986 1,438,982

買入金銭債権 1,827 1,466

金銭の信託 38,000 41,497

有価証券 1,433,779 1,475,962

国債 138,461 120,589

地方債 189,680 224,764

社債 257,741 260,782

株式 87,342 80,397

その他の証券 760,553 789,428

貸出金 3,808,134 3,892,548

割引手形 12,749 14,137

手形貸付 45,806 50,590

証書貸付 3,444,496 3,509,335

当座貸越 305,082 318,484

外国為替 1,238 2,488

外国他店預け 1,179 2,451

買入外国為替 48 31

取立外国為替 10 5

その他資産 39,684 38,333

未決済為替貸 169 282

前払費用 290 267

未収収益 5,022 4,957

先物取引差入証拠金 654 762

金融派生商品 4,766 4,968

その他の資産 28,782 27,095

有形固定資産 36,695 36,335

建物 9,670 9,442

土地 24,071 23,824

リース資産 1,066 874

建設仮勘定 － 313

その他の有形固定資産 1,886 1,881

無形固定資産 4,994 4,561

ソフトウエア 4,305 3,424

リース資産 3 －

その他の無形固定資産 685 1,136

繰延税金資産 － 5,782

支払承諾見返 7,172 8,261

貸倒引当金 △19,358 △20,167

資産の部合計 6,542,567 6,981,997
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(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

負債の部

預金 5,452,658 5,659,551

当座預金 186,026 178,046

普通預金 3,286,854 3,505,363

貯蓄預金 24,649 24,860

通知預金 1,900 －

定期預金 1,864,211 1,809,071

その他の預金 89,015 142,210

譲渡性預金 4,040 7,540

コールマネー － 176,835

売現先勘定 37,077 12,742

債券貸借取引受入担保金 106,465 102,432

借用金 620,012 703,347

借入金 620,012 703,347

外国為替 578 473

売渡外国為替 189 388

未払外国為替 388 85

信託勘定借 6,265 5,467

その他負債 13,124 18,326

未決済為替借 119 89

未払法人税等 772 3,038

未払費用 2,470 2,346

前受収益 978 1,007

金融派生商品 3,074 6,640

リース債務 995 810

資産除去債務 498 488

その他の負債 4,215 3,905

退職給付引当金 10,454 10,742

睡眠預金払戻損失引当金 158 104

偶発損失引当金 1,134 834

株式報酬引当金 － 61

繰延税金負債 934 －

支払承諾 7,172 8,261

負債の部合計 6,260,077 6,706,723
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(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

純資産の部

資本金 37,924 37,924

資本剰余金 27,488 27,488

資本準備金 27,488 27,488

利益剰余金 185,511 194,740

利益準備金 13,257 13,257

その他利益剰余金 172,253 181,483

別途積立金 160,240 168,240

繰越利益剰余金 12,013 13,243

自己株式 △1,693 △1,799

株主資本合計 249,229 258,353

その他有価証券評価差額金 31,188 15,106

繰延ヘッジ損益 2,008 1,814

評価・換算差額等合計 33,197 16,921

新株予約権 63 －

純資産の部合計 282,489 275,274

負債及び純資産の部合計 6,542,567 6,981,997
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

経常収益 70,808 66,886

資金運用収益 48,645 48,920

貸出金利息 31,982 32,375

有価証券利息配当金 16,027 14,900

コールローン利息 16 30

預け金利息 566 1,583

その他の受入利息 53 30

信託報酬 8 8

役務取引等収益 11,484 11,204

受入為替手数料 2,630 2,348

その他の役務収益 8,853 8,856

その他業務収益 4,365 3,042

外国為替売買益 503 1,037

商品有価証券売買益 0 0

国債等債券売却益 3,861 1,928

金融派生商品収益 － 76

その他の業務収益 0 0

その他経常収益 6,304 3,710

償却債権取立益 822 230

株式等売却益 3,493 2,578

金銭の信託運用益 581 57

その他の経常収益 1,406 844

経常費用 55,840 49,431

資金調達費用 1,264 906

預金利息 424 348

譲渡性預金利息 0 1

コールマネー利息 11 △28

売現先利息 311 217

債券貸借取引支払利息 48 34

借用金利息 297 133

金利スワップ支払利息 130 169

その他の支払利息 39 29

役務取引等費用 4,707 4,765

支払為替手数料 490 371

その他の役務費用 4,217 4,393

その他業務費用 3,868 2,415

国債等債券売却損 3,866 2,415

金融派生商品費用 1 －

営業経費 39,453 37,916

その他経常費用 6,546 3,426

貸倒引当金繰入額 2,758 1,264

貸出金償却 708 896

株式等売却損 2,457 687

株式等償却 33 143

金銭の信託運用損 46 224

その他の経常費用 542 211

経常利益 14,967 17,455
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(単位：百万円)
前事業年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

特別利益 92 85

固定資産処分益 64 37

新株予約権戻入益 － 48

その他の特別利益 28 －

特別損失 444 128

固定資産処分損 59 30

株式報酬引当金繰入額 － 39

減損損失 385 58

税引前当期純利益 14,615 17,412

法人税、住民税及び事業税 4,130 5,420

法人税等調整額 △145 130

法人税等合計 3,984 5,550

当期純利益 10,631 11,861
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（３）株主資本等変動計算書

　前事業年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 37,924 27,488 － 27,488 13,257 159,540 4,703 177,500

当期変動額

剰余金の配当 △2,609 △2,609

当期純利益 10,631 10,631

別途積立金の積立 700 △700 －

自己株式の取得

自己株式の処分 △11 △11

利益剰余金から資本

剰余金への振替
11 11 △11 △11

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － － － － 700 7,310 8,010

当期末残高 37,924 27,488 － 27,488 13,257 160,240 12,013 185,511

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △1,745 241,168 3,340 △162 3,177 88 244,433

当期変動額

剰余金の配当 △2,609 △2,609

当期純利益 10,631 10,631

別途積立金の積立 － －

自己株式の取得 △1 △1 △1

自己株式の処分 53 41 41

利益剰余金から資本

剰余金への振替
－ －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

27,848 2,171 30,019 △24 29,994

当期変動額合計 51 8,061 27,848 2,171 30,019 △24 38,056

当期末残高 △1,693 249,229 31,188 2,008 33,197 63 282,489
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　当事業年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 37,924 27,488 － 27,488 13,257 160,240 12,013 185,511

当期変動額

剰余金の配当 △2,609 △2,609

当期純利益 11,861 11,861

別途積立金の積立 8,000 △8,000 －

自己株式の取得

自己株式の処分 △22 △22

利益剰余金から資本

剰余金への振替
22 22 △22 △22

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － － － － 8,000 1,229 9,229

当期末残高 37,924 27,488 － 27,488 13,257 168,240 13,243 194,740

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △1,693 249,229 31,188 2,008 33,197 63 282,489

当期変動額

剰余金の配当 △2,609 △2,609

当期純利益 11,861 11,861

別途積立金の積立 － －

自己株式の取得 △147 △147 △147

自己株式の処分 41 18 18

利益剰余金から資本

剰余金への振替
－ －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△16,082 △193 △16,276 △63 △16,339

当期変動額合計 △105 9,123 △16,082 △193 △16,276 △63 △7,215

当期末残高 △1,799 258,353 15,106 1,814 16,921 － 275,274

　

㈱南 都 銀 行（8367）2022年３月期決算短信

21－終




